藤井高尚の鈴の屋入門――本居宣長との交渉をめぐって―― by 工藤, 進思郎
備中
l 
藤井高尚（小繕）が鈴の屋に入門した時期に関し
て、本居宜長
の『授菜門人姓名録』（鈴屋門人録）には、究政五年（一七九三）．の条の末尾に、山崎直之助と並んで、次のように記されている。
飯野郡上七見村
吉紺律宮社人
®は渡辺重名の手控本、⑪は本居宜長記念館所蔵の追加本によったものである。なお、現存の宜長自策本r授菜門人姓名録」は、寃政五年 入門者のうち山脇和泉までを記
して、以下はすぺて欠
けており、高尚の名をその中に見出すことはできない。
®同
山崎直之助
源義知
藤井長門守
右至究政五年
都二百九十七人也
（明治三十六年版『本居全集』首巻、一八ページ）
®（同飯野郡）七見村埠い聞虹山綺直之助
右至寛政五年都二百九十七人也
吉湘注宮社人
。°•藤井小諾
高尚
・（筑摩世房版r本居宜長全集」第二十巷、二ごニページ）
源義知
備中
高尚
このように高尚の
名は突政五年の条下に録されてい
るのである
が、®は寃政五年当時の応尚を「藤井長門守」としている点に疑義があり、⑪は「右至突政五年都二百九十七人也 、この年までの入門者を締めくくった後、いわば寃政五
年の
条の損外に高尚
を掲げているのが不審である。まず®について言えば、高尚が長門守に任じられた は寛政十一年五月八日のこ
とで
あるから、こ
れは井上通泰氏によって指摘されたように 「後を前にめぐらし
工
て困ける」ものと考えねばなるま
い。これに対して⑪の方は、明
らかに高尚一人を後から困き加えたことを示すものであろう。したが
って、高尚
の鈴
の
塁入門の時期に関し、これをr授菜門人姓
名録」の記載どおり寛政
五年と断定してしまうのは
、いささか閲
四がある
と言わざる
を得ない。従来、寛政五年入門説のほかに、
同七年入門説があり、また十四歳のとき郷里を出奔して松坂に至り、七年の問宜長に就いて学んだという伝承が
、近時あらため
て
でi
注目されるに至ったのも、根本只料と見なすぺきr授菜門人姓名録」の柑き万に、このよ
うな疑点が認められるから
であった。
藤井高尚の鈴の屋入門
—本居宜長との交渉をめぐってー|_
工 藤 進 思 郎
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高尚
槙の一戸をさヽてぬる夜のすヽしきにかたふく月の枕とふかけ
という高尚
の歌
一首を
見出すことができる。有信と高尚の二人に
限って名前の頭に注記を付しているのは、岩田氏の苫われるよう
五月十一日殻函
池の面ははすのすゑ栞もうきはにて浪そ玉しく五月雨の頃
有侶
尾張因和且之人舶松忠兵術
五 月 雨 に 池 の
みかさ
も増りけり岸のまこもの見えぬはかりに
高尚
吉備れ宮社家藤井小U
池水のあやめの末築浪こえて玉もにまか
ふ 五 月 雨 の こ ろ
常岳
真 菰 く さ
い つ か
りぬ
らむ池水に菜末もみえぬさみたれの頃
の よ
うに、高尚の詠歌を含む五首が採録され、次に「同日探図」
として十三首を掲げている中にも、
大平
池 五 月 雨
宜
晴やらぬいけの心のいふせさ
も 雨 る に み ゆ
る五月雨のこ
ろ
長
ところでその後、岩田隆氏によって紹介
された究政五年五月十
一日の遥照寺月次歌会の記即は、高尚がこの日、松坂における鈴の屋一門の歌会に列席していた
m
実を裏づける資料として注目に
伯する。すな
わ ら 本 居 宜 長 記 念 館 蔵 r 遥 照 寺 月 次 歌 集 」 第 六 帖 に
よれば、その「窟政五年癸丑」の条に、まず
に「この両名が遍照寺会においては初の訪客であっ
たことを示陵
するもの
」であるに違いない。さらに宮えば、高尚
が 当 日 の 探 四
に応じているとい
う 事 実 に よ っ て も 、 こ の 歌 会 に 彼 が 実 際 に 参 会
していたことは明らかである。
この外松坂には町家家中と
も本居翁の門人廿人計有之候。一
日歌会有之出席いたし、みなみな近付に成申侯。
しかし大平
より外は一人も秀候者なく初学に御座候。大平とは入魂にいたし、た
がひに出桁いたし候て翁の説をつぎ、東西に古学を
おこし可申と、約をな
し 申 快 ゜
これは松坂におけ
る宜長との初対面を終えて淵国した高尚が、．
そ の 年 の 「 忍 中 」 、 岡 山 の 学 友 若 林 朴 介 に 宛 て た と
される長文の
僭師の一節で
ある。ここには稲掛大平と分けもって宣長の学問を
継ぎ、それを西国に広め
ようとする高尚の堅い決意のほどがうか
がわれるとと
もに、突政五年
五月十一日の遥照寺月次歌会に関し
ても、「一日歌会有之出席いたし云々」と述ぺられていることを見落としてはならない。また、同じ甚簡において宜長と対面したと き
の揆様を、松坂にもしばら
く甜留、日々参侯て閲学専要之儀共論じ侯て
高 論 を 承 候 。 歌 文 京 の 儀 は 私 多 年 ね り 候 所 甚 宜 と 被 賞 申 、 別に論も
なく同心に御座快て、万葉家の古体を好はあしきよし
被 申 候 。 神 代 紀 な ど 論 じ 神 道
の儀は大に
益 を 得 申 候 。 尤 先 生
耳遠く御座候て直談とど
き か ね 候 事 御 座 侯 。 こ の 後 は 不 絶 箪
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談 を 以 古 魯 を 論 じ 、 古 学 を 中 国 に ひ ら き 申 度 志 の よし申候処甚被悦申 候 。 儒 に お そ は れ て 本 朝 の 道 う づもれ候事な げ きにて、国学をひろめ候様とくれぐれ被申
、 約 を なし怖り申候。
の C と く記し、続いて
此度多 古 学 者 に 逸 申 候へ共、みな好所に我 意 を た て 、しゐたる 論 い ふ人
多御座候に、此先生 は人の論にも被付申、其 論 公
にして真の古学者・真 の 神 道 家 に 御 座候。感じ申候て此翁IC随身仕候。
と 述 ぺているのによれ ば 、 こ の 松 坂 訪 問 の 折 に 高 尚 が 立 長 に 「 随身」し入門 たことは、もはや疑う余地のない事実と言わねばなら な い 。 高 尚 の 鈴 の 展 入 門 の 時 期 を め ぐ る 多 年 の 疑 念 は 、 岩 田 氏に よ る 新 事 実 の 発 見 を 契 機 として、このように一挙 に 解 決 す る ことができたのである。
二
究政五年の夏、高尚はこうして念願の鈴の屋への入門を果たし
た。時に 高 尚 三 十 歳 、 官 長 は 六 十 四 歳 で あ っ た
が、その後この二
人の間には、どの よ う な 師 弟 の 交 わ り が あ っ た の だ ろ う か 。 宣 長が没した享和元
年（一八0
I )
九月二十九日までの八年余にわた
って、その経 緯 を 探 ってみ
るこ
とにしたい。
ま ず 立 長 側 の 資 料 として、
天明八年 し 文 化 四 年 秋
寛政七年正月？享和元年九 月
究政七年正月
i
和 元 年 九 月
一 冊
究政七年七月ー文化五年春
諸 国 文 通 贈 答 井 認 物 拍
二 冊
寃政八年
正月 ； 享 和 元 年 九 月
日々諸用事 相
一 冊
寃政十一年正月l 享 和 元 年 九 月
な ど の 緒記即の中から 、 高 尚 に OO す ろ 記 事 を 抜 き 出し、年次別に整 理 し て 掲 げ る と 、 次 の と お り で あ る 。 資 料 名 は そ れ ぞ れ 初 め の二 字 をもって示した。
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互高尚は稲掛大平に宛てて一通の固状を掛き送った。それには、昨夏松坂で世話になった礼を述ぺた に続いて、
こたひ大人のみもとへもせうそこし奉りて、君のをしへたまひしまにノ＼、源氏物語
のうち、いふかしみおもふふしく
をとりいてA
、
ことヽひ奉りぬ。
とあり、椋氏物語中の疑問点を宙き出して、今回初めて宜長のもとへ送った
由を報じて
いるのが注目される。涼氏物語に関して高
尚と宜長の間で交わされた問
答録は、現在「源注問答」と図され、
・静嘉堂文印Icニ冊（空蜘・タ顔二巻分と若菜上・下二巻分）、水
木直箭氏蔵本一冊（初音？蘇裏葉十一巻分）、合わせて三冊の自筆本が伝わっていろが、このとき送り届けたのがどの巻々Icooするものだったかは定かでない。そ
れはともかく、究政六年三月六
日付の高尚宛宜畏柑商の中に次のような記lnが見受けられる は、源氏物語に関する高尚 ら 最初の質問状に、宜長が回答を由き入れて実際に送り返し
ていたことを裏づけるものと言えよう。
御状相達致拝見侯。
（中略）誠に去年は御出｀始て得貢意致
大説候。其後も御状被下侯へ共、何角多事に取紛、御返出も不申、御無音申候。一、
源氏物語御疑問井御詠草、此度致加箪返進申侯。御文章
大分宜候て、感心不斜候。随分御出梢可被成候。
（奥山宇七氏屈『本居宜長翁笞簡集』一五0ページ）
．宜長はここで「源氏物語御疑問」と呼んでいるが、けだし前掲
の「僣3問」寛政七年＋月十八日の条に、
一、
藤井小詔双竺西同人へかへし
のCと
く記してあっ
た「疑問二fHl」も、源氏物語に関する一連の
鉗問状を指すものである
に違いない。現存の「椋注閲答」第二冊
（水木直箭氏蔵）のうち、蛍の巻の末尾に、
此巻には、物語の評ある所、諸抄いつれもかなひ
かたくう
たか
はしきふし／＼多候へ
とも
、これは、おとヽしの夏、
大平かもとにて見申候御撰の紫文要領に、御説詳なりしゃうに党‘ゐ宙侯故、略し申候、紫文要領御消撰に相成申候はは、 つし度御伺申上
紫文要領ハ、ハルカーー先年ノ著ニテ、也ザマナドョロシカラザル故二、チカキホドニ掛改メント思フ也、消宙セパ早々印刻スペキ也、
（筑献因房版
r
本居立長全集」別巻
一
、三七三ページ、傍
点工藤）
とあろのによれば、寃政七年十月十八日に石尚へ返送したという「疑問二冊」中の一冊は、この水木氏蔵本
であっ
た可能性が強い。
「おとヽしの夏、大
平
がもとにて
見申候御撰の紫文要領に云々」の
一文は、寛政五年 の松坂訪問の折のことを述ぺたものと考えられるからである。ついでに言えば、宜長の「紫文要領」は究政八年の末までに改
稿さm‘r源氏物話王の小櫛」一の巻・ニの巻として、同十一年
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下
侯
゜
（『本居立長翁困岡集』三一ハベージ）
五月に刊行された。
宜長は早速、
同宙一部を高尚に
進呈したが、
．．究政十一年九月二十七日付高尚宛立長苔簡に
は、
その間の出情に
ついて次のように記 ている。
尾州栢松忠兵衛ら至のをくしさし進申候由、
足も早クん栢松
へ申逍四候処、
栢松んハ早速さし進申候由不承候二付、
いか
ヽゃと存罷在 所
無相追御落手之段、
致安心候。
組松へも
右之段可申辿侯。
扱右玉のをくし壱部ハ、
先逹而御序文を被．
成下侯故、
投君へ進上之筈二御座候閻、
左様思召御収納可被
文中の植松忠兵衛は名を有信といい、
宜長の若柑の彫刻を数多
く引き受けていた門
人として知られる。
彼が寛政五年五月十一日
の退照寺月次歌会に列席していたことは前述したが‘
r神の御蔭
の日記」によれば、
究政十一年正月二十七日にも高尚は名設屈で
彼に会っている。
それはと
もかく、
立長の代表的著作と目される
r玉の小搭」全九巻の序文を、
入門後まだ
日の浅い高尚に執筆さ
せていたという
m
実に注目しなければならない。
この一事によっ
ても、
宜長が高尚の学力を高く評価するとともに、
平安朝文学に
造詣の深い国学者 して、
その将来に大きな期待を寄せていたこ
とが知られろのである。
また高尚は後年、
この人に及ぶ者なし
と称される和文の大家に
なったが、
宜長の添削を受けた多数の文樅類が伝わっ
ている
のは、
前に掲げた宜長の諸記録中、
高尚の名
前がもっとも頻繁に見受
けられろのは究政十一年（一七九九）であった。「金銀入帳」
．
『音信到来帳」・「借苔河」などによれば、
同年三月六日、
高尚
は金弐分の祝儀と短冊百枚を宜長に陪るとともに‘
r古
m
記伝」
第二十一巻を偕りているが、
これ
は当日松坂に沼いた高尚が鈴の
品を訪うたからにほかならない。
この二度目の松坂訪問について、
寓尚の紀行文「神の御蔭の日記」下の巻には、
まず次のように記
n
されている。'
午の時過る頃、
松坂にいたる。
（中略）やがて鈴の屋の大人
のみもとにまゐるに、
けふはこヽらあ
しくおはすよし、ずさ
のいへば、
かくまゐ
りきたるよし申てよといひて出て、
大平
のも
とにゆきてものがたりしてかへる。
（三月六日）
鈴の屈にまゐらんと思ふをりしも
此わたりにおはせしたよ
四
鈴の屋入門後における高
尚の
目ざ
ましい梢追と、
その
熱意・文オ
を認めた宜長の懇切な指達ぶりをうかがわせるものとして加味深い。
なか
でも、
寛政七年三月頃までに成った文
稿四十八章を収め
る、
静忍堂文庫所蔵のr文章草稿」二冊は、
全体にわたって宜長
の手になるおぴただしい加軍の跡が認められる点で注目さ
れる。
寃政七年十月十八日、
前に述ぺた「疑問二冊」とともに、
宜長が
高尚の
もとへ返送したという「文章二冊」は、
静嘉堂文廂に現存
するこのE文章翠稿」二冊のこ
とだったのかもしれない。
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りとて、やどりをとひ来ませり。八とせへてふたヽびたいめたまはること、うれし もうれし。かへ
らせたまひければ｀
やがてかしこまりきこえがて
らまゐりて、迫のまなびのこと
何くれととひ申てかへりぬ。
（三月七日）
「八とせへて云々」の
記述は何らかの誤りと見
なさざるを得な
いが、ともあ
れ寛政五年の初対面以来、久々に宜畏との再会を果
たし得た
高尚の喜びは、これらの文面からも十分に察することが
できるであ
ろう。かくて三月十六日までの
閥、伊勢詣に出か
けた
十一・十二両日を除けば、石尚は迎日鈴の屋を訪れて、熱心に立長の教説に耳を傾け 。 くに十四日の祝詞式の講義は、遠来の高尚のために開か
れたものであって、九日の源氏物語や、十三日
の万薬集 想筵
加えてもらった
こととと
もに、いたく高尚を感
激さ
せた。r神の御ほの日記」において、翁の君はつねにことしげくおはするなかに、此頃はましてすこしのいとまも
なきよしなれど、
高尚がせら
にこふまヽに、
よるノ＼はことノ＼なくものをしへなどし給ふは、おろかならぬ事なりけり。
（三月十四日）
のCとく、師の格別の恩情を特記した所以である。
もともと
今回の松坂湘在は十四
日までの予定であ
ったが、高尚
は出立を数日延ばして、三井高蔭
の別菜で十六日に開かれた宜畏
の七十賀会に出席した
。r神の御蔭の日記」三月十六日の条には、
•この賀会の様子が詳しく記されており、高尚の捧げた賀歌二首も
載せて
ある。しかるに、本
居宜長
記念館蔵「鈴屋翁七十頁会集」
を見ると、高尚はこの日
、賀歌
三首と探題歌一首を詠
んでいるこ
とが知られる。「神の御蔭の日記」所載の二首との間に認められる異同を加え
て、その四首を掲げれば次の
とおりである。
師の君の七
＋の賀によみて奉る
かきり
なくいはふ心もLB55応iぃへはな
へてのらとせよろ
つ代君こ
そは神の
こヽろ
をこヽろにて八百万代の
よはひをも経めよそへて
さヽれ石のいはほとなるもか
きりあれは
何にたとへて君をい
風はやき野山ならねはとくさ
てらることお
そき庭さくらか
庭も、
庭花盛久（探図）（筑摩祖房版「本居宜長全集」別巻二、四ニニ・四二五ペ
ー ジ ）
一方‘r神の御蔭の日記」によれば、松坂出立を明日に控えた
高尚が、人々より一足さきに賀宴を辞するにあたって、宜長は
さき出ん言菜の花ををり／＼の
たよりにみせ
よ道とほくとも
と、この遠来の門弟との別れを惜しむ歌を姻
り、またその長子春
いろ呑しる君がゆく日をみよし野の
花もまらて
や盛見すらん
と歌って、あすから吉野探勝の旅に出る高尚の前途をことほいで
な
はヽむ
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；くれたという。
「さき出ん」の歌は、
宣長の「詠稿」＋八にも、
「薩井高尚は文をよくかく人也。
やよひのもらはか
り桜の花さか
りに伺中国にかへる
によみておくる」という詞苔を付して収録し
” 
てある
こう
して宜長との再会を果たした高尚が、
吉野・京を経て備中
宮内に帰箔したのは、
五月二十日のことであった
が、
次に引く究
．政
十一年九月二十七日付の宜畏困簡は
、そ
の後の高尚の動静を伝
える資料として貸
頂であろ。
去月廿七日之御状相逹、
致拝見候。
（中略）阪以春中ハ御出、
久々二而得貨面、
大慶不斜奉存候。乍去此度者御逗留も無御
座、
残恨之至奉存侯。
其後京都二久敷御逗留被成候由、
御任
叙も無滞相済申侯段、
千々万々目出度奉賀候。
拐五月下旬御
帰国後御不快二而、
久し
く御引節被成候
由、
御難儀可被成候。
乍去七月末ん御全快之由、
先以珍重奉存候。
此方二而も、
其
後御使り無御座
候二付、
いかゞと毎度御喝ハ申なから、
多用
二取紛、
御尋も不申進候処、
此度御状被下、
安心いたし申候。
一、
古事記囮詠之儀被仰下、
致承知候。集り次第御越被下候
様奉頼候。
且又消息文儀も御消掛出来申候ハヽ、
致拝見度
候
。
（『本居宜長翁困簡集』三一七／三一八ページ）
これによれば、
帰国後の高尚は 仰の技れか
らか、
七月末頃ま
で不快のため引き籠っていた事実が判明する
が、
それにしても難
ふとし
別後の高尚の身を気づかって
いたことを述べたあたりには、
遠隔
の地に俯って行った一門弟に対する宜長の哀情がよく現われていると思う。
次に、
「古事記因詠之儀云々」とあろのは、
寃政十年六月、
宜
長はr古軍記伝」全四十四巻の稿が
完成したのを
記念して、
「古
事記」所見の神
々や
人々に関し、
諸国の人士から一人一四の詠歌
を諄ったが、
それに応じて高尚が自分を含め何人かの詠進希望者
のいる旨を知らせた を受けて困か
れたものであろ
。宜
長自筆の
「古事記神名人名頒四党」の中に、
一、
藤井
ヒ中八田ノワカイラッメ
リ中
石門別
甲代主
（筑厚書房版『本居宜長全集』別巻二、
四一五ページ）
というメモがあり、
また後年成ったr古事記頒題歌集」に、
高尚
の詠進歌として、
償中吉償れ訂社句躇ヰK長門守高尚〇
三保のさきこき
かへる舟のたゆ はすかく
りし神のしわさた
事代主神
大困主
五枚
（同右、
四一0ページ）
の一首を戟せたのに続いて、
同じく吉悧律宮社司の藤井延近•河
本宜易•藤井高俊・堀家広政の四人が、
それぞれ大物主神・八田
若郎女・大兄伊那木和気命・天石門
別神について詠んだ歌各一首
を掲げてある は、
その間の事情をうかがわせるものと営えよう。
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なお、
右の宜長笞簡に見える「沌息文儀云々」は、
当時瓦尚が
執知していた「沌息文例」
のことを指すものと考えられるが、こ
の件につい は次に改めて述べることに
する。
五
高尚がその出世作となっ
たr消息文例」二巻の稿を固き終えた
のは、同書の凡例に記
しているように究政十一年十月十余日のこ
とであ
った。
したがって、前掲の高尚宛書簡で宜長が、
「消息文
儀も御消
e
出来申候ハヽ、致拝兄度候」と言ってきた頃は、まだ
・脱稿するまでに
は至ってい
なかったと推察されるが、
最近細査す
ることを得た新出 石尚宛宜長魯間に、
次のような記甲が見受け
られ のは、その後まもなく高尚が同臼の稿本を仕上げて宜長のもとに送り届けてい ことを裏づけるもの ほかならない。
別啓
旧冬御状相逹致拝見餃。木綿布壱端御恵贈、御慇情之
至辱致受納候。重宝之品、
別而致大悦候。
一、
此万おも十二月十日
ころ紙包さし出し、
消息文例も致加
筆追申候。定而相遠可申と奉存恢゜
一、
同掛忌序之儀、
消沿ハ玉ノ小くしノ系卜同様二認可申旨、
御紙面之通委細致承知候。
（正月二十日付、寃政十二年）
•こ
れによ
れば、
立長はすでに窟政十一年十二月十日頃、
「
沌息
・
文
例」の稿本に箪を加えて返送していた
m
実が知られると
とも
に、
同じころ高尚が木綿布一反を趙って、宜長に同祖 序文の執筆を依頼していたことも判明す
る。
「音信到来帳」寃政十一年十二月
十八日の条に、
「木綿
藤井長門守」とあり、
またr日々
諸用甲如」にも、そのころ石
尚から「消息文例」の序文を頼んで
きた旨のメモが見受けられたが、
これら諸記録中の断片的な記甲
の意味するところは、
右に掲げた
寛政十二年（一八00)正月二
十日付の
高尚宛立伍也簡の出現によって
、初めて明らかになった
のである。
それにしても、
「消息文例」の序文
を宜
長はいつ
執箪したので
あろ
うか。そ
の時期を正確に知らせてくれる資料は見あたらない
が、
宜長の「音信到来恨」空政十二年八月六日の条に記された一、
白もめん
一反
藤井長門守
とい
うメモは、
宜長自箪の序文を受け収った高尚が、その謝礼と
して白木綿一反を胞ったことを
示すものの
ように思われるので、
私は「消息文例」の序文の執缶時期を、宜長七十一歳の冤政十二年七月頃と想定している。これは高尚門下 烏越常成 箪になる同否の祓文が、同じ年の九
月二
日に也かれてい
るという事実とも
よく見合う
ものである。
かくて高尚のr消忌文例」は、その序・祓もそ
ろい
、
いつでも
上梓で
きる状揺と
なったのであるが、
しか
しその刊行はなかなか
実現するに至らず、翌享和元年九月二十九日には、でき上った版本を献呈
すべき宜
長も他
界してしま
った。
「松乃巫蔵板
享和二
年壬戌秋」の刊記を有するr消息文例」の初刷本は、言われるように宜長の一周忌に供えるぺく
少部数つ
くら
れた私家版であっ
一反
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ろ がてらかくなむ。
本
本 居 ノ 大 人 の う せ 至 へ る
をかなしみてよめる歌とも
あ は れ 我 ま な
ひ の
お
や の 別 に は み と り 子 の こ
とあしすりそす
居
（ 吉 術 料 神 社 蔵 、 享 和 二 年 版 『 消 息 文 例 』 ）
(7) 
井上通泰氏『南天荘雑箪』所収。なお、この宙簡は宛先
(6) 
筑 麻 也 房 版 『 本 居 宜 長 全 集 』 （ 既 刊 分 ） に 未 収 録 。 岩 田
隆氏「藉井高尚の鈴屋訪問」(r名古屋工菜大学紀要」第二十六券、昭和五十年三月）に初めて翻刻紹介された。 月）。
宜
長
合ー」
重
たに追いなし
tlt間に流布したのは、
それ
か ら 三 年 後 、 蛭 子 昼 市
右衛門・河内屋儀助ら京坂の相林主によって増刷された文化二年版だったのである。
最後に、「消息文例」の巻頭を飾った宜長の序文の一節と、師
の訃報に接して詠んだ高尚の追悼歌三首を掲げて、ひとまず本稿を閉じるこ
とにしたい。
．此
ふぢゐの高尚といふ人は、きびの国人にて、吉歯律宮の宮
人なろを
、 明 く れ 神 に つ か う ま つ る い と ま の ひ ま に は 、 い に
しへのみやび
をわざとこのみて、はや
くより、おのがをしへ
こにて、いとまめやか
に つ と め
まなびて、そのすぢのふみど
も、広くよみあき
らめて、
筍もよくよみ、ふみもことによく
かきて、かのかい
なでの世の
人には、こよなくなむ有けるを、
らかき年とろ、
このせ
をそこ文例といふ国
を な む 苔 あ ら は し
て、此文かくぺさし
ろぺとなむせられたるは、いとも／ヽめ
でたく、おのれもは
やくより心ざし思ふすぢにて、いとノ＼
う れ
しく｀こヽろゆきてなむおばゆる
まヽに、
まづよろこび
井上通泰氏前掲拾文(1)、吉仰律神社屈「藤井高尚伝」
（昭和十五年刊）等。
(3)
奥山宇七氏「本居宜長翁屯簡集」（昭和十年、啓文社刊）←
5
一五一ページ、大久保正氏「本居宜長全集」第十八巻（昭和7四十八年、
筑昭書房刊）「解阻」等。
(4)
堀江日氏箪録「斎垣内翁歌話」⇔
(r
山賜新報」大正四
年六月十六日所戟）・
(5)
府 途 厳 氏 「 教 育 に お け る 出 会 い の 問 図 ！ 宜 長 と 石 尚 の 場
（山梨大学r国文学
論染」第十一巣、昭和四十八年三
( 2 ) ( 1 ) 
井上通泰氏「蘇井高尚伝」
五年、春闇堂刊）。
注
しろ
へ せ し 人 は か れ の ヽ 草 の は ら た れ に と は ま
し行末のそら
（ 同 神 社 蔵 、 r 藤 井 石 尚 家 集 」 雑 下 ・ 哀 餞部、）
の み ら
(r南天荘雑箪」所収、昭和
さきにたつ松のひか
りの
きえしよりた
とるこヽろのくらき夜
＾付記＞ •9
・日付をともに欠く。若林得三郎氏旧蔵．
(8)
筑摩也房版『本居宜畏全集』第十九巻•第二十務所収。
(9)
天理図書館蔵高尚苔簡。
引用にあたっては新たに句読点
を加えた。
筑摩書房版「本居宜長全集」第十六巻所収の「学業日録」
寛政八年条参照。
(11)
以下『神の御蔭の日記」の引用は、
天保十二年版本（岡
山大学附属図昏館蔵）により、
新たに句説点を加えた。
(12)
筑摩魯房版、「本居宜長全集」第十五巻、
四九三ページ。
(13)
森政．
隆氏蔵宜長む簡。
引用にあたっては新たに句読点
を加えた。
なお、
この祖簡の閲覧に際しては、
岡山大学文学
部児玉昭人教授の御高配を得た。
(U)
降途巌氏「国学者の文章観ー宜長と高尚を中心にー」
（山梨大学『国文学論集』第十三
集、
昭和五十年三月）。
(15)
エ蘇進思郎編『藤井石尚全歌集』（昭和五十八年刊）九
三ページ参照。
なお「しるへせし」の歌は、『類囚吉伽国歌
集』（嘉永三年序・刊）雑部に採録されたが、
結句は「ゆく
すゑの追」となっている。
本栖をなすにあたり、
負重な資料を捉供して下さった
所蔵者各位の御原惰に対して、
深甚の謝意を表する。
なお本
栢は、
昭和五十八年度文部省科学研究黄補助金（一般研究B)
(10) 
号
第六号
第二十七号
創刊号
（昭和三十四年三月卒菜、
岡山大学文学部教授）
研究室受趙図書雑誌目録⇔
三田国文（三田回文の会）
第五号、
第六号、
第七号
第七号
物語研究（羅巣同人・物語研究）野州閲文学（ 学院大
学栃木短期大学）
山口閲文（山口大 ）山辺面（天理大学）
第三十、
三十一号合併
緑岡詞林（青山学院日文院生の会）論究（二松学舎大学・佐古研究室論究日本文学（立命館大 ）
第四十六号
和洋国文研 和洋女子 ）
第十八号
第四号
による研究の一部をまとめたものである。
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